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【U R L】

埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

研究相談、研究⽀援活動
⼤学院研究科

研究⽀援、研究相談

飯岡 由紀⼦ 教授

看護研究、研究⽀援、研究推進
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=263ii

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

毎⽇⾏っているケアは本当に効果的なのか、今⾏っている業務をどうしたら効率化でき
るのかなど、⽇常の中では様々な疑問や考えを抱くことと思います。それらは、研究の⼤
事な源泉です。研究という⼿段を⽤いて、疑問を明らかにしたり、考えを⾒える化してみ
ませんか。研究はハードルが⾼いと思われやすいですが、⼀緒に考えることでハードルは
低くなるかもしれません。
これから研究に取り組みたいと考えている、すでに調査は終わっていて学会発表の準備

をしているなど、多様な状況があると思います。以下に⽰した活動の中で、⼀緒に考えて
みませんか。

以下の活動を継続して⾏っています。詳細については、研究開発センターにお問い合わせ
ください。
【研究⽀援ゼミナール】
主に研究に関する情報交換や討議をする場です。毎⽉1回開催しています。研究計画や成

果の討議だけでなく、統計⼿法のミニレクチャーや⽂献クリティークなど⾏い、研究に必
要となる知識や技術を修得できるようにしています。

【研究推進セミナー】
話題のトピックや研究にとって重要なテーマを取り上げ、講演会を開催しています。最

先端でご活躍されている研究者を招待し、年間に1〜2回開催しています。

【医療機関での研究指導】
研究課題の絞り込み、研究計画の⽴案、データの分析などに関して相談に応じています。

以下のような研修会や講習会の開催、もしくは研究相談が可能です。
・研究で明らかにできること、研究に取り組むこととは
・研究のステップ
・研究⽅法（量的研究、質的研究の概要など）
・研究計画書の書き⽅
・研究成果をかたちにするためには


